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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　　無線通信システムの時間同期化方法において、
　無線送信機から同期化フレームを無線受信機に、無線通信媒体を介して送信し、前記同
期化フレームは、送信のために、前記同期化フレームの所定位置のシンボルが無線通信媒
体に位置するときである前記送信機ローカル時間を示す送信時間を含むタイムスタンプを
含む段階と、
　前記受信機の物理（ＰＨＹ）階層で、前記同期化フレームを受信する段階と、
　前記同期化フレームの前記シンボルが、前記無線通信媒体から前記受信機の前記ＰＨＹ
階層に受信されるときである前記受信機ローカル時間を含む受信時間を決定する段階と、
　前記送信機と前記受信機との時間を同期化する段階と、を含み、
　前記送信機と前記受信機との時間を同期化する段階は、
　前記タイムスタンプと前記受信時間との差を決定する段階と、
　前記差に基づいて、前記受信機と前記送信機との時間同期化のために、受信機ローカル
時間を調節する段階と、によって遂行されることを特徴とする無線通信システムの時間同
期化方法。
【請求項２】
　前記同期化フレームが上位通信階層に到逹する時間である受信機ローカル時間を示す到
着時間に、前記同期化フレームが前記上位通信階層に到着するとき、前記受信された同期
化フレームを前記受信機の前記上位通信階層に提供する段階をさらに含み、
　前記受信機と前記送信機との時間を同期化する段階は、
　前記受信された同期化フレームの前記タイムスタンプを利用し、前記タイムスタンプと
前記受信時間との差を決定する段階と、
　前記受信時間と前記差との組み合わせに基づいて、修正されたローカル時間を決定する
段階と、
　前記修正されたローカル時間に基づいて、前記受信機のローカル時間を更新し、前記受
信機と前記送信機との時間を同期化する段階と、と含むことを特徴とする請求項１に記載
の無線通信システムの時間同期化方法。
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【請求項３】
　送信機ローカルクロックを読み取ることによって、前記同期化パケットの所定位置のシ
ンボルが、前記受信機への送信のために、前記無線通信媒体に位置するときである前記ロ
ーカル時間を獲得する段階と、
　前記同期化パケットの所定位置のシンボルが、前記送信機から前記無線通信媒体を介し
て受信されるときである前記ローカル時間を得るために、受信機ローカルクロックを読み
取る段階と、をさらに含むことを特徴とする請求項１に記載の無線通信システムの時間同
期化方法。
【請求項４】
　前記受信機と前記送信機との前記時間を同期化する段階は、
　前記受信機のＰＨＹ階層でのプロセッシング遅延と、前記受信機のＰＨＹ階層と前記上
位通信階層とのプロセッシング遅延と、を加算することによって、前記受信機ローカル時
間を調整する段階を含むことを特徴とする請求項１に記載の無線通信システムの時間同期
化方法。
【請求項５】
　前記タイムスタンプは、
　前記同期化フレームの所定位置のシンボルが送信のために、前記無線通信媒体に位置す
るときである前記送信機ローカル時間を推定する送信時間を含むことを特徴とする請求項
１に記載の無線通信システムの時間同期化方法。
【請求項６】
　前記タイムスタンプは、
　前記同期化フレームの所定位置のシンボルが送信のために、前記無線通信媒体に位置す
るときである送信機ローカルタイムを含むことを特徴とする請求項１に記載の無線通信シ
ステムの時間同期化方法。
【請求項７】
　前記無線通信システムは、無線近距離ネットワーク（ＷＬＡＮ）を含み、
　前記送信機は、無線通信のためのメディア接近制御（ＭＡＣ）階層と物理（ＰＨＹ）階
層とを含み、
　前記受信機は、無線通信のためのＭＡＣ階層とＰＨＹ階層とを含み、前記受信機の前記
上位通信階層は、前記ＭＡＣ階層を含むことを特徴とする請求項１に記載の無線通信シス
テムの時間同期化方法。
【請求項８】
　前記所定位置は、
　前記同期化フレームの前記プリアンブルの前記開始地点に設定されることを特徴とする
請求項７に記載の無線通信システムの時間同期化方法。
【請求項９】
　前記送信機ＰＨＹ階層のＰＨＹ階層収斂手続き（ＰＬＣＰ）サブ階層が、ＰＨＹ＿ＴＸ
ＳＴＡＲＴ．confirmation（ＴＸＳＴＡＴＵＳ）プリミティブを、前記送信機ＭＡＣ階層
に発行した後、前記送信機のＭＡＣ階層が、ＴＩＭＥ＿ＯＦ＿ＤＥＰＡＲＴＵＲＥパラメ
ータを利用し、前記所定位置のシンボルが、前記無線チャネルに送信されたときであるロ
ーカル時間を決定する段階を含み、
　前記ＴＩＭＥ＿ＯＦ＿ＤＥＰＡＲＴＵＲＥパラメータは、前記送信機ＰＨＹ階層の物理
層媒体依存（ＰＭＤ）サブ階層での送信のために、前記プリアンブルの開始地点のための
時間値を運ぶことを特徴とする請求項８に記載の無線通信システムの時間同期化方法。
【請求項１０】
　前記受信機ＰＨＹ階層のＰＬＣＰサブ階層が、前記ＰＨＹ＿ＲＸＳＴＡＲＴ．indicati
on（ＲＸＶＥＣＴＯＲ）プリミティブを、前記受信機のＭＡＣ階層に発行した後、前記受
信機の前記ＭＡＣ階層が、前記受信機の前記ＰＨＹ階層がＲＸＶＥＣＴＯＲ内にあるＲＸ
＿ＳＴＡＲＴ＿ＯＦ＿ＦＲＡＭＥ＿ＯＦＦＳＥＴパラメータを利用し、前記同期化パケッ
トの前記プリアンブルの受信を始める時間である推定された時間を獲得する段階をさらに
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含み、
　前記ＲＸ＿ＳＴＡＲＴ＿ＯＦ＿ＦＲＡＭＥ＿ＯＦＦＳＥＴパラメータは、前記受信機Ｐ
ＨＹ階層に、前記同期化フレーム・プリアンブルの前記開始が到着し始めたときから、前
記ＰＨＹ＿ＲＸＳＴＡＲＴ．indicationプリミティブが、前記受信機のＭＡＣ階層に発行
された時点までの前記推定されたタイムオフセットを運ぶことを特徴とする請求項９に記
載の無線通信システムの時間同期化方法。
【請求項１１】
　前記所定位置は、
　前記同期化フレームの前記ＰＬＣＰヘッダ（header）の前記開始地点に設定されること
を特徴とする請求項７に記載の無線通信システムの時間同期化方法。
【請求項１２】
　前記送信機のＭＡＣ階層が、前記ＰＬＣＰヘッダの前記開始で、ＰＨＹ＿ＴＸＳＴＡＲ
Ｔ．confirmationが、前記送信機のＭＡＣ階層に発行された後、前記所定位置の前記シン
ボルが、前記無線チャネルに送信されるときである前記ローカル時間を決定する段階をさ
らに含むことを特徴とする請求項１１に記載の無線通信システムの時間同期化方法。
【請求項１３】
　前記受信機ＰＨＹ階層のＰＭＤサブ階層が、前記ＰＬＣＰヘッダの前記開始で、ＰＭ＿
ＤＡＴＡ．ｉｎｄを、前記受信機ＰＨＹ階層のＰＬＣＰサブ階層に発行する段階と、
　前記ＰＬＣＰヘッダの前記開始が、前記ＰＨＹ階層の前記ＰＭＤサブ階層で受信される
ときを決定する段階と、
　ＰＨＹ＿ＲＸＳＴＡＲＴ．indication（ＲＸＶＥＣＴＯＲ）が、前記ＰＬＣＰヘッダの
終端で、前記受信機のＭＡＣ階層に発行される段階と、をさらに含むことを特徴とする請
求項１２に記載の無線通信システムの時間同期化方法。
【請求項１４】
　前記ＲＸＶＥＣＴＯＲ内のＲＸ＿ＳＴＡＲＴ＿ＴＩＭＥ＿ＯＦ＿ＰＬＣＰ＿ＨＥＡＤＥ
Ｒパラメータが、前記受信機ＰＨＹ階層の前記ＰＬＣＰサブ階層に、前記ＰＭＤ＿ＤＡＴ
Ａ．ｉｎｄが発行されるときの前記時間を保存するために提供される段階をさらに含み、
　前記ＲＸ＿ＳＴＡＲＴ＿ＴＩＭＥ＿ＯＦ＿ＰＬＣＰ＿ＨＥＡＤＥＲパラメータは、前記
ＰＬＣＰヘッダの前記開始が、前記受信機ＰＨＹ階層の前記ＰＭＤサブ階層に受信される
前記時間を示すことを特徴とする請求項１３に記載の無線通信システムの時間同期化方法
。
【請求項１５】
　前記所定位置は、
　前記同期化フレームの前記ＰＬＣＰヘッダの前記終端地点に設定されることを特徴とす
る請求項７に記載の無線通信システムの時間同期化方法。
【請求項１６】
　ＰＨＹ＿ＴＸＰＬＣＰＥＮＤ．indicationプリミティブを提供する段階と、
　前記送信機が前記送信機ＰＨＹ階層で、ＰＬＣＰヘッダの前記送信が完了したとき、前
記送信機ＭＡＣ階層に発行される前記プリミティブＰＨＹ＿ＴＸＰＬＣＰＥＮＤ．indica
tionを利用し、ローカル時間を直接獲得する段階と、をさらに含むことを特徴とする請求
項１５に記載の無線通信システムの時間同期化方法。
【請求項１７】
　前記送信機ＭＡＣ階層は、
　前記ＰＨＹ＿ＴＸＰＬＣＰＥＮＤ．indicationプリミティブが、前記送信機のＰＨＹ階
層の前記ＰＬＣＰサブ階層から受信されときである前記時間を保存することによって、前
記ＰＨＹ階層で、前記ＰＬＣＰヘッダの送信が完了したときである前記ローカル時間を獲
得する段階をさらに含むことを特徴とする請求項１６に記載の無線通信システムの時間同
期化方法。
【請求項１８】
　前記ＰＬＣＰヘッダの前記終端で、ＰＨＹ＿ＲＸＳＴＡＲＴ．indication（ＲＸＶＥＣ
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ＴＯＲ）を、前記受信機ＭＡＣ階層に発行する段階をさらに含み、
　前記受信機ＭＡＣ階層は、前記ＰＬＣＰヘッダの前記終端で、前記ＰＨＹ＿ＲＸＳＴＡ
ＲＴ．indicationが、前記受信機ＭＡＣ階層に発行された後のローカル時間を獲得するこ
とを特徴とする請求項１７に記載の無線通信システムの時間同期化方法。
【請求項１９】
　無線受信機において、
　無線通信媒体を介して無線送信機から受信した同期化フレームを含み、前記同期化フレ
ームは、前記同期化フレームの所定位置に、前記受信機への送信のために、前記無線通信
媒体に位置する時間である前記送信機ローカル時間を示す送信時間を含むタイムスタンプ
を含む無線通信のためのＰＨＹ階層と、
　前記同期化フレームの前記シンボルが、前記無線通信媒体から前記受信機の前記ＰＨＹ
階層に受信されるときである前記受信機ローカル時間を含む受信時間を決定し、前記受信
された同期化フレームを、前記受信機の上位通信階層に提供するように構成され、前記同
期化フレームが、上位階層に到着する受信機ローカル時間を示す到着時間に、前記上位階
層に到着する同期化モジュールと、を含み、
　前記受信機同期化モジュールは、
　前記タイムスタンプと前記受信時間との差を決定し、
　前記送信機と前記受信機との時間同期化のために、前記受信機ローカル時間と前記差と
で調整することによって、前記受信機を、前記送信機の時間と同期化させることを特徴と
する無線受信機。
【請求項２０】
　前記受信機と前記送信機とによる前記受信機同期化モジュールの時間同期化は、前記受
信された同期化フレームの前記タイムスタンプを利用し、前記タイムスタンプと前記受信
時間との差を決定し、
　前記受信時間と前記差との組み合わせに基づいて、修正されたローカル時間を決定し、
前記受信機と前記送信機との時間同期化のために、前記修正されたローカル時間に基づい
て、前記受信機のローカル時間を更新することによって遂行されることを特徴とする請求
項１９に記載の無線受信機。
【請求項２１】
　前記受信機同期化モジュールは、
　前記同期化パケットの所定位置のシンボルが、前記送信機から前記無線通信媒体で受信
されるときである前記ローカル時間を獲得するために、受信機ローカルクロックを読み取
ることを特徴とする請求項１９に記載の無線受信機。
【請求項２２】
　前記受信機同期化モジュールは、
　前記受信機ＰＨＹ階層でのプロセッシング遅延と、前記ＰＨＹ階層及び前記上位通信階
層間のプロセッシング遅延と、を加算することによって、前記受信機ローカル時間を調整
することを特徴とする請求項１９に記載の無線受信機。
【請求項２３】
　前記タイムスタンプは、
　前記同期化フレームの所定位置のシンボルが、送信のために、前記無線通信媒体に位置
するときである前記送信ローカル時間を推定する送信時間を含むことを特徴とする請求項
１９に記載の無線受信機。
【請求項２４】
　前記所定位置は、
　前記同期化フレームの前記プリアンブルの前記開始地点に設定されたことを特徴とする
請求項１９に記載の無線受信機。
【請求項２５】
　前記受信機同期化モジュールは、前記受信機ＰＨＹ階層のＰＬＣＰサブ階層が、前記受
信機のＭＡＣ階層に、前記ＰＨＹ＿ＲＸＳＴＡＲＴ．indication（ＲＸＶＥＣＴＯＲ）プ
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リミティブを発行した後、前記受信機の前記ＰＨＹ階層が、ＲＸＶＥＣＴＯＲ内にあるＲ
Ｘ＿ＳＴＡＲＴ＿ＯＦ＿ＦＲＡＭＥ＿ＯＦＦＳＥＴパラメータを利用し、前記受信機の前
記ＰＨＹ階層が、前記同期化パケットの前記プリアンブルの受信が開始される前記推定さ
れた時間を獲得するための前記受信機ＭＡＣ階層を含み、
　前記ＲＸ＿ＳＴＡＲＴ＿ＯＦ＿ＦＲＡＭＥ＿ＯＦＦＳＥＴパラメータは、前記受信機Ｐ
ＨＹ階層に、同期化フレーム・プリアンブルの開始が到着し始めたときから、ＰＨＹ＿Ｒ
ＸＳＴＡＲＴ．indicationプリミティブが、前記受信機のＭＡＣ階層に発行された時点ま
での前記推定されたタイムオフセットを運び、
　前記ＴＩＭＥ＿ＯＦ＿ＤＥＰＡＲＴＵＲＥパラメータは、前記送信機ＰＨＹ階層のＰＭ
Ｄサブ階層に送信のために、前記プリアンブルの前記開始地点のための前記時間値を運ぶ
前記送信機ＰＨＹ階層のＰＬＣＰサブ階層を含むとき、前記送信機ＭＡＣ階層に、ＰＨＹ
＿ＴＸＳＴＡＲＴ．confirmation（ＴＸＳＴＡＴＵＳ）プリミティブを発行した後、前記
送信機は、ＴＩＭＥ＿ＯＦ＿ＤＥＰＡＲＴＵＲＥパラメータを利用することを特徴とする
請求項２４に記載の無線受信機。
【請求項２６】
　前記所定位置は、
　前記同期化フレームの前記ＰＬＣＰヘッダの前記開始地点に設定されたことを特徴とす
る請求項１９に記載の無線受信機。
【請求項２７】
　前記受信機ＰＨＹ階層のＰＭＤサブ階層は、前記ＰＬＣＰヘッダの前記開始で、ＰＭ＿
ＤＡＴＡ．ｉｎｄを、前記受信機ＰＨＹ階層のＰＬＣＰサブ階層に発行し、
　前記受信機同期化モジュールは、前記ＰＬＣＰヘッダの前記開始が、前記ＰＨＹ階層の
前記ＰＭＤサブ階層で受信されるときを決定し、
　前記ＰＨＹ階層は、前記ＰＬＣＰヘッダの終端で、ＰＨＹ＿ＲＸＳＴＡＲＴ．indicati
on（ＲＸＶＥＣＴＯＲ）を、前記受信機のＭＡＣ階層に発行し、
　前記送信機は、ＰＨＹ＿ＴＸＳＴＡＲＴ．confirmationが、前記ＰＬＣＰヘッダの前記
開始で、前記送信機ＭＡＣ階層に発行された後、前記所定位置に前記シンボルが、前記無
線チャネルを介して送信されたときである前記ローカル時間を決定することを特徴とする
請求項２６に記載の無線受信機。
【請求項２８】
　前記ＲＸＶＥＣＴＯＲ内のＲＸ＿ＳＴＡＲＴ＿ＴＩＭＥ＿ＯＦ＿ＰＬＣＰ＿ＨＥＡＤＥ
Ｒパラメータが、前記ＰＭＤ＿ＤＡＴＡ．ｉｎｄを、前記受信機ＰＨＹ階層の前記ＰＬＣ
Ｐサブ階層に発行するときである前記時間を保存するために提供され、
　前記ＲＸ＿ＳＴＡＲＴ＿ＴＩＭＥ＿ＯＦ＿ＰＬＣＰ＿ＨＥＡＤＥＲパラメータは、前記
ＰＬＣＰヘッダの前記開始が、前記受信機ＰＨＹ階層の前記ＰＭＤサブ階層に受信される
時間を示すことを特徴とする請求２７項に記載の無線受信機。
【請求項２９】
　前記所定位置は、
　前記同期化フレームの前記ＰＬＣＰヘッダの前記終端地点に設定されることを特徴とす
る請求項１９に記載の無線受信機。
【請求項３０】
　ＰＨＹ＿ＴＸＰＬＣＰＥＮＤ．indicationプリミティブが提供され、
　前記送信機は、前記送信機のＰＨＹ階層で、前記ＰＬＣＰヘッダの前記送信が完了した
とき、前記送信機ＭＡＣ階層に発行される前記プリミティブＰＨＹ＿ＴＸＰＬＣＰＥＮＤ
．indicationを利用し、前記送信機がローカル時間を直接獲得し、
　前記送信機ＭＡＣ階層は、前記送信機のＰＨＹ階層の前記ＰＬＣＰサブ階層から、前記
ＰＨＹ＿ＴＸＰＬＣＰＥＮＤ．indicationプリミティブが受信されたときである前記時間
を保存することによって、前記ＰＨＹ階層で、前記ＰＬＣＰヘッダの送信が完了したとき
である前記ローカル時間を獲得し、
　ＰＨＹ＿ＲＸＳＴＡＲＴ．indication（ＲＸＶＥＣＴＯＲ）は、前記ＰＬＣＰヘッダの
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終端で、前記受信機ＭＡＣ階層に発行され、
　前記ＭＡＣ階層は、前記ＰＬＣＰヘッダの前記終端で、前記ＰＨＹ＿ＲＸＳＴＡＲＴ．
indicationが、前記受信機ＭＡＣ階層に発行された後、ローカル時間を獲得することを特
徴とする請求項２９に記載の無線受信機。
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